道北・旭川恵迪会　会報No.９ ２０１２．７．２８発行　
ご存じの通り、今年は「都ぞ弥生」１００周年の記念の年です。クラーク会館で行われた記念音楽祭では「都ぞ弥生　幻想曲」がバイオリンで演奏され、記念講演では元寮生で作家の佐川光春君が、現寮への移行期に執行委員長として自治寮の伝統を消すまいと大学当局を相手に奮戦した日々を語り、中央ローンでは、現寮生と同窓生約５００人が肩を組んで「都ぞ弥生」を熱唱し、ドイツ語やスワヒリ語などに翻訳された歌詞も披露されマスコミの注目を浴びました。
さて、９回目となる今年の道北旭川恵迪寮歌祭は、体調を崩された大先輩の方々を始め、現役世代にも多忙故の欠席者が続出し、昨年の半分、過去最少の９名の参加者に留まってしまいました。しかし、少なければ少ないなりに、よりアットホームな雰囲気になり、近況報告と恵迪寮での思い出の数々、それにまつわる参加者それぞれのエピソードが交差し、会話が弾み、少人数ならではの醍醐味を味わうことができました。寮歌は人数の多寡に関わらず、極端にいえば、ひとりで歌っても多くの寮友との繋がりを実感できれば、それだけで素晴らしい事ではないかと改めて感じております。
来年は当会も記念すべき１０周年を迎えます。“記念に何かを”と考えてみたのですが、やはり寮歌を歌い交流を深めるのが当会の目的ですから、この路線を愚直に守り続けていきたいと思っています。また、今年は残念ながら開催できなかった開識社は、恵迪寮の伝統の行事ですので、来年は是非再開したいと準備を進めております。ご期待を！
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＜事務局＞


東神楽町ひじり野北１条７丁目５－１２（村上方）


　  Tel　0166-74-5499


    Email 　siki4854@agate.plala.or.jp
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来年の予定


来年の寮歌祭は７月６日（土曜日）を予定しております。今すぐ、予定表に記入を！


１．開識社　５：００～５：４５


２．寮歌祭　６：００～８：００


（時間配分については若干の変更もあります）











“佐川光春作品集”の御案内


「佐川光春作品集　静かな夜」収録の短編「二月」「八月」に、佐川さんが新寮移行期に寮長として危機に瀕した自治寮の伝統を守るべく奮闘した姿が生き生きと表現されています。昨今の恵迪寮の実態を知るには絶好の作品でもあります。一読をお勧め致します。








